
２９年７月２日大菊「厚物・管物」の定植 

 

 

本日のテキストの本題に入る前に講習生より持参した苗についての対応を求められました。 

対応の一つとして摘芯した後の観察及び処置を説明しました。 

 

テキストに基づき定植する方法を説明。鉢はプラスチック製の物を使用します。 

 

定植の実演です。鉢に培養土を入れ元肥を入れて苗を植えます。苗を鉢から外しました。根が少し茶色

になっています。定植が遅れています。 



 

 

 

人の高さを計っています。テキストではセパレータを入れるようになっています。  

 

培養土を規定の深さまで入れます。      支柱を立ててバインドをはめて定植完了です。 

 


